
 

平成 29年度 在宅医療機器安全対策推進部会における活動内容 
 
１．審議内容 

 「在宅医療機器の安全対策にかかる薬局薬剤師の役割と関係者との連携について」の取り

まとめ 
 
 

・本部会ではこれまでに、在宅人工呼吸器ハンドブックの作成（平成 25年度～27年度）後、

各種研修会（※１）において、その周知を継続してきたところ。 

・「患者のための薬局ビジョン（※２）」を踏まえ、薬局薬剤師の在宅への参画が進められる中、

平成 29年度大阪府訪問看護ステーション協会実態調査や聞き取りにおいて、医療機器や医

療材料に関しても、薬局薬剤師の関与への期待があることがわかった。 

・一方、在宅医療機器の安全対策に関しての役割や関係者との連携について、薬局薬剤師

の関わりが明確ではなかったことから、その役割と関係者との連携について取りまとめた。 
 
※１ 「平成 28年度第 2回大阪府難病患者在宅医療支援事業研修会」 

「平成 29年度介護保険施設への集団指導における人工呼吸器のトラブル事例紹介」（計 4回） 

※２ 平成 27年 10月 23日 厚生労働省 
 
２．成果物の内容等について  

  資料１－２参照 
 
３．部会開催状況 

  ２回開催（第 1回：9月 6日、第 2回：12月 6日） 

   部会ワーキンググループ（第 1回：10月 17日） 
 
４．部会委員 

医療関係者及び医療機器を貸与する者等で、それらの関係団体より推薦を受けた者 

【在宅医療機器安全対策推進部会委員】    【ワーキンググループ委員】 
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★：部会長                ☆：委員長 

【背景】 
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